
台北におけるCOVID-19パンデミック後の

慢性感染症（HIV、結核）の影響
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第19回アジア感染症対策会議

•発表者:王建春 医師（Chien Chun, Wang, M.D.）

台北市立病院 昆明院区 感染症科 部長

•台北市立病院 昆明予防・管理センター 所長



• COVID-19パンデミックの期間中、中央流行疫情指揮センター（CECC）
は台北市の感染警戒レベルを引き上げ、地域内感染の増加に対応

するために全国的な制限や対策を強化した。

• COVID-19パンデミック期間中の制限措置により、慢性感染症（HIV、
結核）の新規感染者数は減少した。しかし、感染予防政策の

規制緩和後、この現象は再び増加した。
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台北市
• 12の行政区
• 面積：271.8 km²
• 人口：251万人

台北市立病院
• 地域型の教育病院
• 総病床数：2,889床
• 総職員数：6,231人

臨床サービス 公衆衛生サービス

台北市の性病・HIV専
門クリニック
•1968年：最初の性病
（STD）クリニックを開設
•1988年：HIV/STDクリ
ニックを開設

台北市政府

台北市衛生局

台北市立病院

中興（Zhongxing）分院 仁愛（Renai）分院 陽明（Yangming）分院 忠孝（Zhongxiao）分院

和平婦幼（Heping 
Fuyou）分院

松徳（Songde）
分院

林森（Linsen）、中医、
昆明（Kunming）分院

昆明防治センター
（Kunming 
Prevention & 
Control Center）



台北市における新規HIV診断件数（1984-2024年）
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全國HIV 臺北市HIV

予防としての治療、早期の高活性抗レトロ
ウイルス療法（HAART）、曝露前予防（PrEP）

COVID-
19

1074
944 1006

台湾全体のHIV症例数 台北市のHIV症例数
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台北市におけるHIVの疫学曲線（1984-2024年）

 HIV case AIDS case Mortality case COVID-
19

男性 : 女性 32:1

台北市本国籍

累積HIV感染者数

累積AIDS患者数

累積死亡者数

女性 男性 合計

HIV感染者数 AIDS患者数 死亡者数



2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

Female 7 9 6 12 6 2 2 3 2 1 1 5

Male 395 366 359 395 421 301 230 186 163 120 108 102
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2013年～2024年における台北市のHIV感染者の性別分布

女性

男性



COVID-19パンデミック後のHIV女性新規感染者の増加

• 2024年の台北市におけるHIV女性新規感染者は5例（2022年・2023年はそれぞれ1例のみ）

• 全員が40歳以上であり、大半が中国本土からの移民と考えられる。また、性労働者の

可能性が疑われる。

年齢 婚姻状況

ケース1 40 AIDS診断時 未婚

ケース2 65 AIDS診断時 離婚 中国本土からの移民

ケース3 52 離婚 中国本土からの移民

ケース4 57 離婚 中国本土からの移民

ケース5 55 AIDS診断時 離婚 中国本土からの移民



台湾における結核（TB）の発生率
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•2005年から2019年にかけて発生率は49.0%減少（年間平均減少率 4.7%）
•2019年から2023年にかけて発生率は23.8%減少（年間平均減少率 6.6%）

各年の症例数 各年の発生率

2024年の結核の発生率および確定症例数は推定値です。

データ出典：結核追跡管理システム
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台北における結核（TB）発生率
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COVID-19

•2005年から2019年にかけて発生率は48.4%減少（年間平均減少率 4.6%）
•2019年から2024年にかけて発生率は20.9%減少（年間平均減少率 5.7%）

各年の症例数 各年の発生率

2024年の結核の発生率および確定症例数は推定値です。

データ出典：結核追跡管理システム



台北および台湾における結核（TB）発生率
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2025年目標：結核発生率< 25 /10 5

2035年目標：結核発生率< 10 /10 5

台湾 台北

2025年の結核発生率 < 25 / 10万人（台湾CDCの目標）

データ出典：結核追跡管理システム



潜在性結核感染（LTBI）のスクリーニングと治療

14スクリーニング 治療

107年 108年 109年 110年 111年 112年 113年

陽性人數 186 168 186 293 370 502 1138

篩檢人數 1,160 931 1,045 1,581 2,553 3,603 8,492

陽性率 16.0% 18.0% 17.8% 18.5% 14.5% 13.9% 13.4%
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治療人數 159 109 135 194 235 365 624

治療率 85.5% 64.9% 72.6% 66.2% 63.5% 72.7% 54.8%
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潜在性結核感染の陽性率は約12～18％であり、2024年にはスクリーニングおよび治療症
例数が増加する見込み。（2018～2023年の治療症例総数：1,197件）

データ出典：結核追跡管理システム



• COVID-19パンデミック中の予防策は、個人間の接触を制限し、HIV
や結核（TB）のさらなる感染拡大を防ぐ一方で、スクリーニングや

診断の機会を制限する可能性もある。

• 予防策の緩和後、新規症例は慢性疾患の経過によって徐々に増加
している。

• HIVおよび結核の予防・制御戦略を継続し、新規症例の疫学的動向
を観察することが重要である。

まとめ



ご清聴ありがとうございました
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